
  

草津市立草津駅前地下駐車場指定管理者募集要項 

 

付 属 資 料 

 

○ 草津市立草津駅前地下駐車場の施設および設備の維持に関する仕様書 

 

① 管理業務仕様書 

② 車両誘導業務 

③ 消防設備保守点検業務 

④ 電気保安管理業務 

⑤ 機械警備業務 

⑥ 昇降機設備点検業務 

⑦ 清掃業務 

⑧ 雑排水槽清掃業務 

⑨ 汚水槽・湧水槽清掃業務 

⑩ 環境衛生管理業務 

⑪ 浮遊粉塵測定業務 

⑫ 画像監視システム保守点検業務 

 

○ 草津市立草津駅前地下駐車場の管理に関する条例、規則 

 

  ① 草津市立草津駅前地下駐車場条例 

  ② 草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津駅前地下駐車場 

管 理 業 務 仕 様 書 

 

  



 

  



草津駅前地下駐車場管理業務仕様書 

 

１．業務の基本方針 

この仕様書は、草津市が設置する草津市立草津駅前地下駐車場（以下「駐車場」という。） 

について、適正かつ効率的に管理・運営し、施設の機能を十分に発揮せしめ、市民生活の 

向上という所期の目的を達成するために必要な業務に関する大要を定めるものとする。 

  指定管理者は、駐車場が公共施設であることを踏まえ、草津市立草津駅前地下駐車場条

例（以下「市条例」という。）、その他関係法令を遵守し、良心的に業務の履行に当たら

なければならない。 

 

２．業務時間および営業時間 

業務時間 

午前５時３０分から午後１２時３０分まで 

営業時間 

  午前６時から午後１２時まで 

   

３．休業日 

  年中無休 

 

４．駐車できる車両 

  地下１階、地下２階・・・自動車（長さ5.0ｍ以下 幅1.85ｍ以下 高さ2.1ｍ以下） 

 

５．普通・夜間・定期駐車（回数駐車券・駐車場利用券での利用を含む） 

  普通・夜間・定期駐車（回数駐車券・駐車場利用券での利用を含む）に関しては、草津

市立草津駅前地下駐車場条例、草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則、草津市立草津

駅前地下駐車場定期駐車券交付要綱および草津市立草津駅前地下駐車場駐車料金身体障

害者等減額実施要綱に基づき、適切な管理運営に努めること。 

 

６．業務内容 

 (1) 駐車場の運営等に関する業務 

① 駐車券、回数駐車券、駐車場利用券、定期駐車券（以下「駐車券等」という。）、 

ロール紙、インクリボン等の作成および購入 



②駐車料金の収受・保管に関すること 

③回数駐車券、駐車場利用券、定期駐車券（以下「回数駐車券等」という。）の保管・ 

販売・交付および料金の収受・保管に関すること。 

  ④使用済みの駐車券等の保管に関すること。 

  ⑤駐車券発行機・自動料金精算機の更新に伴う、駐車券等の入替えがあった場合は、新

旧の駐車券等の交換業務に関すること。 

  ⑥その他前５号に付随する業務の処理に関すること。 

 (2) 駐車場の管理等に関する業務 

  ①駐車場の開閉に関すること。（車両誘導業務仕様書あり） 

  ②市条例第１０条の規定に基づく駐車の拒否に関すること。 

  ③市条例第１１条の規定に基づく禁止行為の監視に関すること。 

  ④市条例第１３条の規定に基づく違反措置に関すること。 

  ⑤場内の事故処理・苦情処理に関すること。 

  ⑥車両の誘導・整理に関すること。（車両誘導業務仕様書あり） 

  ⑦駐車場管制システムの操作に関すること。 

  ⑧料金計算システムの操作に関すること。 

⑨消防設備、電気設備、機械警備、昇降機設備、汚水槽・湧水槽・雑排水槽、画像監視

システム（以下「各種設備等」という。）の保守点検に関すること。（各種仕様書あ

り） 

  ⑩場内の清掃に関すること。（清掃業務仕様書あり） 

  ⑪浮遊粉塵測定業務に関すること。（浮遊粉塵測定業務仕様書あり） 

  ⑫電灯・トイレットペーパー等の交換に関すること。 

  ⑬電気代、水道料金等の使用者の名義変更手続きに関すること。 

  ⑭電気メーターの検針、電気代、水道料金、下水道使用料の支払に関すること。 

  ⑮その他前１４号に付随する業務の処理に関すること。 

 (3) 緊急対策に関する業務 

  ①火災・盗難・事故等の予防に関すること。 

②場内における火災・盗難・事故その他災害発生時の緊急通報および応急対策に関 

すること。 

  ③前号に付随する業務の処理に関すること。 

 

７．業務従事者 

 (1) 指定管理者は、東西地下駐車場の総括責任者を１名選任すること。 



(2) 指定管理者は、地下駐車場の東西管理員各１名を配置すること。なお、総括責任者が

兼ねることはできない。 

(3) 指定管理者は、協定締結後速やかに(1)～(2)にかかる業務従事者名簿を草津市に提

出すること。これを変更するときも同様とする。 

(4) 混雑時に指定管理者の責任において臨時的な業務従事者を導入する場合は、指定管理

者は、その指導・監督に十分留意すること。 

(5) 業務の履行につき不適当と認められる業務従事者がある時は、市は指定管理者に対

し変更を求めることができるものとし、指定管理者は速やかにこの申し出に応じなけ

ればならない。 

 

８．業務時の服装 

 (1) 指定管理者は、恒常的な業務従事者には制服等を着用させること。 

 (2) 着用させる制服等の型・色等については、市の承認を得ること。 

  (3) 混雑時に臨時的な業務従事者を導入する場合は、指定管理者は腕章等を着用させ、業

務従事者であることが判明するようにすること。 

 

９．接遇 

  業務従事者は、態度、言葉使いに留意し、特に駐車場利用者との応接に当たっては、 

親切丁寧な応対を心掛けるともに、品位と誇りをもって迅速かつ厳正に業務処理に 

当たること。 

 

１０．事業計画の概要 

  指定管理者は、各年度の２月末までに翌年度に係る事業計画書を市に提出するものとす

る。 

 

１１．業務マニュアルの作成 

 (1) 指定管理者は、協定締結後速やかに業務マニュアルを作成し、市の承認を得ること。 

 (2) 市は業務の履行状況を勘案し、業務マニュアルの変更を命じることができる。 

 

１２．収入金の払込 

(1) 指定管理者は、業務の処理により収受した料金（定期駐車券等の販売代金、一時駐車に

おける徴収料金など。以下「収入金」という。）を、月に１回、市が指定する期日までに

指定する 



金融機関の口座に払い込むこと。ただし、その日が当該金融機関の休業日である時は、 

翌営業日に払い込むものとする。 

(2) 指定管理者は、別に定める駐車場月報に各営業日毎に収入金の額、種別等を集計し記

入すること。 

 

１３．収入金等の保管 

   指定管理者は、収入金、回数駐車券等の盗難防止に努めなければならない。 

 

１４．収入不足金等の措置 

(1) 指定管理者は、収入金について不足が生じた時は、その不足額を市に対し補償するこ

と。 

(2) 指定管理者が、収入金について紛失した時は、その紛失額を市に対し賠償すること。 

 

１５．個人情報データの取扱い 

 (1) 収集した個人データ（以下「個人情報」）の秘密は保持し、盗難防止に努めるこ

と。 

 (2) 個人情報を目的以外に使用し、第三者へ閲覧または提供しないこと。 

 (3) 個人情報を複写、複製し、外部に持ち出さないこと。 

 (4) 個人情報は適切に管理し、保存年限経過後は速やかに廃棄処分とすること。 

 

１６．事業報告 

  指定管理者は、履行期間満了後事業報告書を作成し、翌年度５月３０日までに市に提

出するものとする。 

 

１７．修繕費 

 (1) 小規模修繕については、指定管理者が行うものとする。 

 (2) 指定管理者は、年度末および指定管理期間終了後に修繕費の実績を報告し、精算を行

うものとする。 

 

１８．つり銭の準備 

   指定管理者は、料金等の収受に必要なつり銭を的確な金種により準備すること。 

 

１９．経費の負担区分 



  指定管理者は、次の各号に掲げる費用を除き、委託業務の遂行に必要な費用を負担する 

こと。 

  ①火災保険料 

  ②大規模改造等、市で実施する修繕費用 

 

２０．駐車券等の作成、保管 

(1) 指定管理者は、市の承認を受け、駐車券等を作成すること。 

(2) 指定管理者は、作成した駐車券等について駐車券等管理台帳を作成し、適正な在庫管

理を行うこと。 

 (3) 指定管理者は、協定締結後速やかに駐車券等管理台帳の様式を定め、市の承認を得

ること。 

 

２１．駐車券等の引渡し 

  指定管理者は、次の各号の一に該当する場合は、駐車券等および消耗品を速やかに市

に引き渡さなければならない。 

  ①委託期間が満了したとき 

  ②指定が解除されたとき 

  ③その他市が特に必要と認めたとき 

 

２２．業務日報 

 (1) 指定管理者は、協定締結後速やかに業務日報の様式を定め、市の承認を受けること。 

 (2) 業務日報は毎日作成すること。 

(3) 指定管理者は、市が必要があると認めた時は、市に対しこれを提出し、または閲覧

に付さなければならない。 

 

２３．月間業務実績報告 

(1) 指定管理者は、協定締結後速やかに駐車場実績表および駐車場月報の様式を定め、市

の承認を受けること。 

(2) 指定管理者は、翌月の１０日（その日が市の休日である時は次の市の勤務日）までに

月間業務実績報告を市に提出すること。 

 

２４．事故等の措置 

(1) 指定管理者は、周辺の道路状況および気象状況の把握に十分留意し、駐車場の管理



に影響をきたさないよう万全の措置を講じること。 

(2) 指定管理者は、事故・災害等の発生に備え、業務従事者に対し必要な訓練等を実施す

ること。 

(3) 指定管理者は、事故・災害・盗難等の事態が発生した時は、直ちに市ならびに警察署・ 

消防署等の関係機関に通報するとともに、その処理に協力すること。 

(4) 指定管理者は、事故等が発生した際は、市に対し速やかに写真等の関係書類を添付

のうえ、事故報告書を提出すること。 

 

２５. 損害賠償 

業務上の事故等について、指定管理者の責により発生した事故、施設等の損傷について

は、指定管理者の責任において措置するものとし、市の責に帰する理由により発生した事

故等については、市の責任において措置するものとする。 

 

２６．損害保険の加入 

  指定管理者は、機械保険等に加入すること。 

 

２７．清掃 

(1) 指定管理者は、事務所内、事務所周辺、トイレ周辺、発券機周辺、料金所周辺、階段

周辺、エレベーターならびにエレベーターホール周辺を常に清潔に保つこと。 

 (2) 駐車場内については、適宜清掃を行うこと。 

 

２８．設備等の保守点検 

 (1) 設備等の保守点検を実施し、設備等が常に良好に作動できるようにすること。 

 （2）建築基準法第１２条に基づく定期点検を行うこと。(設備点検：毎年、建築点検：３年ごと) 

(3) 設備等の保守点検を実施したときは、結果報告書を作成し、市が必要と認めたとき 

は、市に対しそれを提出し、または閲覧に付すること。 

 (4) 不良箇所を発見した時は、直ちに市に報告し、修繕費で対応可能な箇所は直ちに修理する

こと。 

 

２９．その他 

 (1) 電気・水道等の使用の節減に努力すること。 

(2) 駐車場内の車路および各室における換気については適宜行い、清浄な状態を保つ 



こと。 

(3) 駐車場の漏水、水溜り等の確認を毎日行うこと。 

 (4) 駐車場内における火災等を想定した防災訓練を定期的に行うとともに、駐車場の 

防災設備の取扱い研修等を随時実施することによって、緊急時において適切な措置が 

迅速に講じられるように努めること。 

 (5) 市の指示に従い、防犯カメラの適切な管理を行うこと。 

(6) この仕様書について疑義が生じた場合は、双方協議して定めるものとする。 
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草津駅前地下駐車場車両誘導業務仕様書 

 

１．業務の基本方針 

この仕様書は、草津市が設置する草津市立草津駅前地下駐車場（以下「駐車場」と

いう。）の機能を十分に発揮せしめるに必要な、車両の誘導および整理についての業

務に関する大要を定めるものとする。 

指定管理者は、駐車場が公共の施設であることを踏まえ、関係法令を遵守し、良心

的に業務の履行に当たらなければならない。 

２．自動車の入出庫取扱い時間および休業日 

    取扱い時間  午前６時から午後１２時まで 

   休 業 日   年中無休 

３．業務委託内容 

  (1) 車両誘導に関すること。 

   ①駐車場の開閉 

   ②車両の誘導および整理(混雑時) 

   ③車両の安全確認  

    ④泊車両の確認 

    ⑤不審車両の確認 

    ⑥場内巡視 

  (2) 事故等緊急時の対応に関すること。 

   ①関係機関への緊急事態発生の通報 

   ②利用者および車両の誘導または移動 

   ③火災通報、初期消火 

   ④市、警察および消防等関係機関への情報提供 

   ⑤付近の警戒 

   ⑥人的、物的被害の調査 

  (3) 駐車場の管理運営等にかかる補助的業務に関すること。 

  (4) その他上記業務の遂行に必要なこと。 

 



４．配置体制および人数 

指定管理者は、この事業を遂行するために必要な人員を駐車場の必要な場所に配置する

こと。 

５．業務従事者 

(1) 指定管理者は協定締結後速やかに業務従事者名簿を市に提出し、その承認を得る

こと。これを変更するときも同様とする。 

(2) 業務の履行につき不適当と認められる業務従事者がある時は、市は指定管理者に

対し変更を求めることができるものとし、指定管理者は速やかにこの申し出に応じ

なければならない。 

６．業務時間等 

 (1) 業務時間は、午前５時３０分から午後１２時３０分までとする。 

(2)  指定管理者は協定締結後速やかに要員の月間勤務時間割表を作成し、市に提出す

ること。これを変更するときも同様とする。なお、労働基準法等関係法令を遵守す

ること。 

 (3) 指定管理者は業務従事者にかかる出勤簿を備え付け、業務従事者の出退勤を適切 

に管理すること。 

７．業務日報 

(1) 指定管理者は契約締結後速やかに業務日報の様式を定め、市の承認を受けること。 

 (2) 業務日報は毎日作成し、市が必要があると認めた時は、市に対しこれを提出し、

または閲覧させること。 

８．月間業務実績報告 

(1) 指定管理者は契約締結後速やかに月間業務実績報告の様式を定め、市の承認を受

けること。 

 (2) 指定管理者は翌月の１０日までに月間業務実績報告を市に提出すること。 

９．業務時の服装 

 (1) 指定管理者は業務従事者に制服、名札等を着用させること。 

 (2) 着用させる制服等の型・色等については、市の承認を得ること。 

10．接遇 

業務従事者は、態度、言葉遣いに留意し、特に駐車場利用者との応接に当たっては



親切丁寧な応対を心掛けるともに、品位と誇りをもって迅速かつ厳正に業務処理に当

たること。 

11．業務マニュアルの作成 

(1) 指定管理者は協定締結後速やかに業務マニュアルを作成し、市の承認を得ること。 

 (2) 市は業務の履行状況を勘案し、業務マニュアルの変更を命じることができる。 

12．施設等の使用 

(1) 指定管理者は業務を実施するために必要な委託者の施設および物品等（以下「施

設等」という。）を、市の承認を得て使用することができる。 

 (2) 指定管理者は、前項の施設等を業務以外の目的に使用してはならない。 

13．事故等の措置 

(1) 指定管理者は周辺の道路情報および気象情報の把握に十分留意し、駐車場の管理

に影響をきたさないよう万全の措置を講じること。 

(2) 指定管理者は事故・災害・盗難等の事態が発生した時は、直ちに市、警察署およ

び消防署等の関係機関に通報するとともに、その処理に協力すること。 

(3) 指定管理者は業務にかかわって事故等が発生したときは、市に対し速やかに写真

等の関係書類を添付のうえ事故報告書を提出すること。 

(4) 指定管理者は、事故等が発生した際は、市に対し速やかに写真等の関係書類を添

付のうえ、事故報告書を提出すること。 

14. 損害賠償 

業務上の事故等について、指定管理者の責により発生した事故、施設等の損傷につ

いては、指定管理者の責任において措置するものとし、市の責に帰する理由により発

生した事故等については、市の責任において措置するものとする。 

15．その他 

(1) 駐車場に関して、市が別に業務委託を行っている他の業者と常に密接な連携をと

り、業務の円滑な遂行に努めること。 

(2) この仕様書について疑義が生じた場合は、双方協議して定めるものとする。 
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草津駅前地下駐車場消防設備保守点検業務仕様書 

 

１．総則 

   本仕様書は、草津駅前地下駐車場の消防設備保守点検業務に関する大要を定めるもの 

である。業務に当たっては、仕様に規定する範囲において、諸法令、諸規則その他の 

定めを遵守し、誠実に業務を遂行するものとする。 

２．業務の場所 

   滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目 

   草津市立草津駅前地下駐車場 

３．業務内容 

   業務は、消防法の規定による外観・機能点検および総合点検とし、内容は以下の 

とおりとする。 

 （１）外観・機能点検 

   各設備機器の適正な配置、損傷、漏水などの有無、表示の有無、その他主として 

外観から、または簡易な操作により機器の機能状態を確認するものとする。 

 （２）総合点検 

   各設備の全部もしくは一部を作動させ、または当該消防設備等を使用することに 

よって、総合的な機能を設備等の種類に応じて確認するものとする。 

４．点検対象設備 

   別紙１～２のとおり 

５．点検回数および実施時期 

 （１）外観・機能点検   年１回 

 （２）総合点検      年１回 

   実施時期は、おおむね６月または１２月のいずれかとし、詳細は双方協議のうえ 

委託者が指定する日とする。 

６．共通事項 

 （１）保守点検業務の基本事項 

   ①業務の実施に当たっては、各関係諸法令を遵守すること。 

   ②業務上知り得たことについては、外部に公表または漏らさないこと。 

   ③緊急時および臨機の措置については、委託者の指示により適切な措置を講じる 

こと。 

     ④業務の実施に当たっては、必要以外の場所に立ち入り、またはみだりに機械器具 

や書類等に触れるなど、不必要な行為を行わないこと。なお、施設や備品等を 



破損した場合、速やかに施設管理担当者に連絡し、その指示に従うものとする。 

 （２）損害賠償 

    業務上の事故等について、受託者の取扱い不備、操作不良等により機器を損傷 

させた時および受託者の責めに帰する理由により発生した事故については、受託者 

の責任において措置するものとし、事故発生の原因および被害の内容については、 

速やかに報告するものとする。 

    また、委託者の責に帰する理由により発生した事故等については、委託者の責任 

において措置するものとし、受託者は賠償（補償）の責を免れるものとする。 

 （３）その他 

①点検結果については、業務終了後、所定の様式により、速やかに施設管理担当者 

に報告すること。 

   ②本仕様書に疑義がある場合は、双方協議のうえ決定するものとする。 

   ③作業の実施に当たっては、委託者の指定する施設管理担当者とあらかじめ日程等

について打合せを行い、運営上支障が出ないように留意するものとする。 

 

７．防火管理者の取扱い 

（１） 消防法（昭和23 年法律第186 号）第８条第１項の規定により、当該自転車駐車場 

について定める防火管理者の業務を指定管理者に委任するものとし、指定管理者は、

その職員であって資格を有する者のうちから防火管理者を選任するものとする。 

（２） 指定管理者は、選任した防火管理者に次に掲げる業務を行わせるものとする。 

① 消防計画の作成 

② 消防計画に基づく消火、通報及び非難訓練の実施 

③ 消防の用に供する設備、消防用水または消火活動上必要な施設の点検及び整備 

④ 火気の使用又は取扱いに関する監督 

⑤ 避難又は防火上必要な構造及び設備の維持管理並びに収容人員の管理 

⑥ 前各号に掲げるもののほか、防火管理上必要な業務 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 東口           点検対象設備                  

種        別 数 量  種        別 数 量 

◎消火器 粉末（ＡＢＣ）   ◎連結送水管設備  

        １０型  33 本   送水口 壁埋込型  3 個 

        ５０型  6 本  ◎非常コンセント  

◎泡消火設備    非常コンセント  4 個 

 固定式 全域放出方式 一 式  ◎自家発電設備  

           31.630 ｍ3    250KVA 220V  1 基 

◎自動火災報知設備   ◎無線通信補助設備 一 式 

 受信機Ｐ型１級蓄積式60回線 一 式  （警察隊専用・消防隊専用）  

 発信機Ｐ型１級屋内式  10 個    

 差動式スポット型感知器 157 個    

定温式再生型スポット型感知器  19 個    

 光電式スポット型感知器  14 個    

 主音響装置  1 個    

 地区音響装置  13 個    

◎非常放送設備     

 非常放送設備 ２０回線 一 式    

 ３線式スピーカー ホーン型  12 個    

 ３線式スピーカー コーン型  42 個    

◎誘導灯設備     

 避難口   大型  4 個    

 避難口   中型  6 個    

 室内通路 中型  31 個    

 階段通路   2 個    

◎排煙設備     

 排煙機  48,000ｍ3／Ｈ   1 基    

◎連結散水設備     

 乾式 一 式    

     

 

 



別紙２ 西口           点検対象設備                  

種        別 数 量  種        別 数 量 

◎消火器 粉末（ＡＢＣ）   ◎連結送水管設備  

        １０型  29 本   送水口 壁埋込型  2 個 

        ５０型  5 本  ◎非常コンセント  

◎泡消火設備    非常コンセント  4 個 

 固定式 全域放出方式 一 式  ◎無線通信補助設備 一 式 

            28.885ｍ3   （警察隊専用・消防隊専用）  

◎自動火災報知設備     

 受信機Ｐ型１級蓄積式40回線 一 式    

 発信機Ｐ型１級屋内式   6 個    

 差動式スポット型感知器 88 個    

定温式再生型スポット型感知器  16 個    

 光電式スポット型感知器  16 個    

 主音響装置  1 個    

 地区音響装置   7 個    

◎非常放送設備     

 非常放送設備 ２０回線  一 式    

 ３線式スピーカー ホーン型   8 個    

 ３線式スピーカー コーン型  32 個    

◎誘導灯設備     

 避難口   大型   5 個    

 避難口   中型  5 個    

 室内通路 中型  18 個    

  階段通路  18 個    

◎排煙設備     

 排煙機  35,000ｍ3／Ｈ   1 基    

◎連結散水設備     

 乾式  一 式    
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草津駅前地下駐車場電気保安管理業務仕様書 

 

１．総則 

本仕様書は、草津駅前地下駐車場の電気保安管理業務に関する大要を定めるもので

あり、日常点検（毎月１回運転中の施設の点検）、定期点検（毎年１回施設の運転を

停止して点検：１２月に実施予定）、臨時点検（必要に応じ、施設の内部を点検）を

実施し、業務に当たっては、仕様に規定する範囲において諸法令、諸規則その他の定

めを遵守し、誠実に業務を遂行するものとする。 

２．対象となる施設 

    滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目 

     草津市立草津駅前地下駐車場 

 ３．業務の範囲 

   裏面を参照 

 ４．対象となる施設の設備内容 

①東口   受電設備容量  ４３０ＫＶＡ   受電 ６，６００Ｖ 

予備発電装置  ２５０ＫＶＡ 

②西口   受電設備容量  ３２５ＫＶＡ   受電 ６，６００Ｖ 

５．業務内容 

  （１）電気主任技術者業務 

①保安教育については、電気工作物の工事、維持または運用に従事する者に対し、 

電気工作物の保安に関する必要な知識および技能の教育を行う場合の意見具申 

を行う。 

    ②工事に関することについては、電気工作物の設備、改造等の工事計画の立案の 

際の意見具申を行う。 

    ③電気工作物の保守については、保守業務の指導監督を行うほか、法に基づく 

技術基準に適合しない事項は、修理または改造もしくはその使用の一時停止 

など意見具申を行う。 

     事故その他異常発生時の措置についても意見具申を行う。 

    ④災害対策については、非常災害発生時における、電気工作物に関する保安を 

確保するための指導監督を行う。 

    ⑤記録に関しては、法令に定める必要な書類、保存期間についての指導監督を 

行う。 

     ⑥保安用機械および書類についての整備、保存の意見具申を行う。 



  （２）電気設備管理業務 

      強電関係の維持管理について、電気事業法ならびに関西電力規則に基づき、 

自家用電気工作物保安規定に定める点検基準表のうち、下記設備機器について 

「日常巡視点検」の作業および次の事項を実施する。 

     ・電力受電用高圧回路機器の点検と操作 

     ・監視盤各計器類の監視と操作、各警報装置機器、継電器の点検と操作 

     ・指示計、記録計、積算電力量計、変圧器、断路器、遮断器、保護継電器の 

異常の有無の点検、調整および各電力量計の検針、集計 

     ・動力操作開閉器、内部機構の異常の有無の点検 

     ・配電盤各計器の巡視点検 

     ・非常用発電設備の点検、機能の保持 

     ・非常用蓄電池設備の点検、機能の保持 

        ・非常用エンジン（バッテリー含む）点検、機能の保持 
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草津駅前地下駐車場機械警備業務仕様書 

 

１．総則 

   本仕様書は、草津駅前地下駐車場の機械警備業務に関する大要を定めるものである。 

業務に当たっては、警備業法上の適格者が実施することとし、仕様に規定する範囲にお

いて、諸法令、諸規則その他の定めを遵守し、誠実に業務を遂行するものとする。 

２．警備対象物 

   滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目 

   草津市立草津駅前地下駐車場 

３．警備対象区域 

   前記対象物の施設で、別図のとおりとする。 

４．警備の目的 

   当対象物は、草津駅前広場地下に設けられた公共の駐車場であり、対象物の火災 

および対象物内の物品等の盗難を防止するとともに、対象物内にかかる不法行為を 

排除し、対象物自体の保全を図るものであり、また、対象物に付随する設備の異常 

および故障を早期に発見し、適切な措置を迅速かつ正確に講じるものである。 

５．警備任務 

 （１）火災、盗難、設備異常故障、不法行為の防止および拡大防止。 

 （２）事件確認時における関係機関への連絡、通報。 

 （３）事件の詳細および処置にかかる報告書の提出。 

 （４）管理人不在時におけるトラブルの対応。 

６．警備方法 

 （１）対象物内の各監視箇所へ警備機器を取付け、監視本部で受信する。 

 （２）自動火災受信機と警備発信機とを接続し、監視本部で受信する。 

 （３）指定する設備異常の警報と警備発信機とを接続する。 

７．警備時間 

   ２４時間（終日） 

８．警備受託者の機構等 

   警備受託者は次の組織、機構等に基づき業務に当たる。 

 ［１］業務組織 

 （１）対象物内で発生する異常を受信できる常時監視本部の設置。 

 （２）異常事態に備えて速やかに対処できる機動班の設置。 



  （３）警備機器の保守点検にかかる専門技術班の設置。 

  （４）警報装置作動不能および異常事態発生中に備えて代替警備員の設置。 

 （５）機動班は草津市近辺にその拠点を置くこと。 

９．非常通報 

    管理事務所に配置する人員等は最小限にとどめ運営する予定であるので、携帯用の 

移動可能な非常通報装置を設置すること。 

10．エレベーター異常 

 （１）警備開始と同時に、エレベーターの作動を停止させること。 

 （２）エレベーター内の非常ボタンにより異常時の呼び出しがあった場合は、終日監視 

本部で判明できるような対策を講じること。 

11．損害賠償 

    受託者の瑕疵による損害については、委託者および第三者に与えたものを問わず、 

対人、対物を合算して一事故について１０億円を限度として、その損害賠償の責任を 

負うことを条件とする。 

12．上記の各条件を全て満たしたうえ、次の各項目について記載された条件を満たすよう 

見積書の作成に当たること。 

［１］通信回線 

 （１）専用回線で行うこと。 

 （２）システム系統図を提出すること。 

［２］警備動作・停止 

 （１）操作ボックスは、管理事務所内に設置すること。 

 （２）複製不可能な警備会社独自のカードを使用すること。 

 （３）カード盗難、紛失時は当該カードを使用できないように対策を講じること。 

［３］防犯  

 （１）機械警備を原則とすること。 

 （２）扉にはマグネットセンサーを設置すること。 

 （３）シャッターにはシャッターセンサーを設置すること。 

 （４）管理事務所内金庫には金庫専用のセンサーを設置し、２４時間監視すること。 

 （５）管理事務所内に空間センサーを設置すること。 

［４］精算機 

 （１）精算機の扉にマグネットセンサーを設置し、２４時間監視すること。 

    異常時には管理室でブザーを鳴動させるとともに監視本部へ信号が入るようにす

ること。 



 （２）精算機を受託者が必要に応じ開ける場合は［２］と同様とし、カード操作により 

警備動作、停止が出来るようにすること。 

 

［５］火災 

      管理事務所に備え付けてある自動火災報知設備より信号を受信し、２４時間監視 

体制がとれるようにすること。 

［６］設備 

 （１）管理事務所に備え付けてある設備警報盤より、受託者が警報を個々に取ること。 

    また、監視本部では個々の信号が分析され、信号の内容によっては関係者に連絡 

をすること。（２４時間監視体制とする。） 

 （２）停電用のセンサー（ＡＣ２００Ｖ）を設置し、停電時にはすぐわかるようにする 

こと。 

［７］設備連動 

      扉の施錠、シャッターの閉鎖が全て行われると場内の照明（誘導灯など）が消灯 

するように工事済であるが、警備開始時に合わせて連動するようにすること。 

［８］警備業務機構 

   （業務開始） 

（１） 対象物の最終退場者は防火・防犯・施錠（利用客のいない事も確認）その他必要 

な措置をし、各警報装置の作動状況を確認。 

（２） 管理事務所に設置した警備発信装置を作動させ、対象物の最終出入口より定め 

られた時間内に退出、出入口の施錠を行う。 

（３）警備受託者は、対象物の発信装置が作動したことを確認のうえ業務を開始する。 

   （業務終了） 

 （４）対象物の最初の入場者は、出入口を解錠し入場、定められた時間内で管理事務所 

に設置されている警備発信装置の動作を停止する。 

 （５）受託者は、警備発信装置の動作が停止した事を確認のうえ、警備業務を終了する 。 

ただし、精算機は終日監視状態とする。 

（６）対象物の最初の入場者は、対象物に異常があったときは速やかに受託者に連絡 

する。 

   （臨機の取扱い） 

 （７）対象物内に予め定めた責任者等が受託者に連絡する。 

［９］異常事態発生時の処置 

    受託者は、対象物の異常を感知したときは次に定める処置を行う。 



 （１）機動班の派遣 

    組織した機動班を対象物に急行させ、事態を確認するとともに事態の拡大防止を 

図る。 

 （２）関係者への連絡 

    受託者は直ちに事態の詳細を関係機関、関係者に連絡する。 

［10］鍵の預託 

    警備委託期間中、警備上に必要な鍵は受託者に預託する。この鍵に関しての責任 

は、受託者が負う。 

［11］装置の点検保守 

    対象物に設置する警報装置を常に完全な状態で作動させるため、受託者は、装置 

の保守点検を定期的に行うこと。また装置の故障等については監視本部で即時に 

判明出来るように対策を講じること。 

［12］費用負担区分 

 （１）警備装置として設置する機器については受託者が設置し、その費用は受託者の 

負担とする。 

 （２）警備委託期間が満了したとき、または受託者の責めに帰すべき事由により契約を 

解除したときは速やかに警報装置を対象物から撤去するものとし、この場合の 

費用負担は受託者が行うものとする。  

 （３）警備対象物の増改築等による警報装置の移設に要する費用については、委託者が 

負担する。                                

 （４）委託者の故意または過失により警報装置を破損した場合の修理費用については、 

委託者の負担とするが、通常の修理費用等については受託者の負担とする。 

［13］損害賠償 

    委託業務の処理に関し、受託者の責めに帰すべき事由により発生した損害（第三 

者におよぼした損害を含む。）のために要する経費は受託者が負担するものとし、 

その額は委託者、受託者が協議して定める。 

［14］警報装置取付け機器および取付け位置について 

 （１）この仕様書に基づき、機器の種類、取付け位置については、指定したものを設置 

するものとする。                

 （２）主要配管は施工済であり、それを利用し、配線工事をすること。ただし、その他 

に関しては露出はやむを得ないが、最小限にとどめて施設の美観を損わないこと。 

また、配線の保護を行うように留意すること。なお、工事施工に当たっては、 

委託者と事前協議するものとする。 



 （３）機械の種類、取付け位置については、図面に記入し、施設図を作成すること。 

［15］その他 

 （１）施設平面図または施設の現地調査等に基づき、すべての機械設備について警備 

計画書（機械設置計画平面図、機械の仕様書）を見積書と同時に提出すること。 

 （２）費用負担区分の項（２）における撤去後の建物の補修については委託者の指示に 

よるものとし、通常考えられる補修方法を用いるものとする。 
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草津駅前地下駐車場昇降機設備保守点検業務仕様書 
 

１．総則 

   本仕様書は、草津駅地下駐車場の昇降機（エレベーター）設備の保守点検に関する 

大要を定めるものである。業務に当たっては、仕様に規定する範囲において、諸法令、 

諸規則その他の定めを遵守し、誠実に業務を遂行するものとする。 

２．業務の場所 

   滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目 

   草津市立草津駅前地下駐車場 

３．保守点検昇降機仕様 

 (1) 東口 

    用途・形式   乗用 

    制 御 方 式  交流可変周波数制御方式 

    駆 動 方 式  リニアモーター駆動式 

    操 作 方 式  方向性集合全自動方式 

    積 載 荷 重  ７５０Kg・定員１１名 

    速   度   ９０ ｍ／ｍin 

    停 止 箇 所  Ｂ２・Ｂ１・１Ｆ・２Ｆ 階計 ４箇所 

    動力用電源   ＡＣ－３φ ２１０Ｖ ６０ＨＺ 

    照明用電源   ＡＣ－１φ １００Ｖ ６０ＨＺ 

    電 動 機   ６．３ｋＷ 

    カ ゴ 内 法  開口 1400 mm  × 奥行 1350 mm 

    出 入 口   開口  800 mm  × 奥行 2100 mm 

    戸 形 式   二枚戸 中央開き 

    地 震 管 制  Ｐ波センサー付 

(2) 西口 

    用途・形式   乗用 

    制 御 方 式  油圧バックプランジャー 

    駆 動 方 式  油圧式 

    操 作 方 式  セレクチプコレクチプ 

    積 載 荷 重  ７５０Kg・定員１１名 

    速 度   ６０ ｍ／ｍin 

    停 止 箇 所  Ｂ２・Ｂ１・１Ｆ 階計 ３箇所 



    動力用電源   ＡＣ－３φ ２１０Ｖ ６０ＨＺ 

    照明用電源   ＡＣ－１φ １００Ｖ ６０ＨＺ 

    電 動 機   ２２ ｋＷ 

    カ ゴ 内 法  開口 1400 mm  × 奥行 1350 mm 

    出 入 口   開口  800 mm  × 奥行 2100 mm 

    戸 形 式   二枚戸 中央開き 

    地 震 管 制  Ｐ波センサー付 

    そ の 他   エレベーターから遠隔監視システム 

４．共通事項 

 (1) 保守点検業務の基本事項 

  ①業務の実施に当たっては、各関係諸法令等を遵守すること。 

  ②業務上知り得たことについては、外部に公表または漏らさないこと。 

  ③緊急時および臨機の措置については、委託者の指示により適切な措置を講じるこ

と。 

  ④業務の実施に当たっては、必要以外の場所に立ち入り、またはみだりに機械器具書類

等に触れるなど不必要な行為を行わないこと。なお、建物や備品等を破損した場合は

速やかに管理担当者に連絡し、その指示に従うものとする。 

 (2) 損害賠償 

    業務上の事故等について、受託者の取扱い不備、操作不良等により機器を損傷させ 

た時および受託者の責に帰する理由により発生した事故については、受託者の責任に 

おいて措置するものとし、事故発生の原因および被害の内容については速やかに報告 

するものとする。 

    また、委託者の責に帰する理由により発生した事故等については、委託者の責任に 

おいて措置するものとし、受託者は賠償（補償）の責を免れるものとする。 

 (3) その他 

  ①業務終了後は結果報告書を速やかに提出すること。 

  ②本仕様書に疑義がある場合は、双方協議のうえ決定するものとする。 

  ③作業の実施に当たっては、委託者の指定する管理担当者とあらかじめ日程等について 

打ち合わせを行い、運営上支障がでないように留意するものとする。 

５．保守点検業務 

 (1) 定期点検 

    受託者は本業務期間中の定期的に技術員を派遣し、機械装置の点検、清掃、給油 

調整を行う。 



 (2) 部品および機器の補修 

  ①点検を通じて機器の機能を維持する為に必要と判断した場合は、直ちに部品の修理 

もしくは取替、調整を行う。 

②修理、取替および調整の範囲は、別紙保守点検業務範囲一覧表のとおりとする。 

 (3) 部品の常備 

    金属製のキャビネットを備え付け、次の部品を常備すること。 

   ①保守用部品 

   ②小修理用部品 

   ③油脂類 

 (4) 故障応対 

    故障が発生した場合は、速やかに技術員を派遣し、適切な処理を行う。 

 (5) 精密検査 

    必要に応じ監督技術者を派遣し、機械装置の精密検査を行う。 

 (6) 建築基準法による定期検査 

    建築基準法に基づいて年１回の定期検査を行うこと。 

６．付帯事項 

 (1) 修理または取替 

    修理または取替の範囲は、エレベーターの通常仕様によって生ずる摩擦や損傷に 

限るものとする。所有者、管理者または利用者の不注意、不適切な使用、天災、 

不可抗力など受託者の責によらない事由によって生じたものは含まない。 

 (2) 管理責任 

    エレベーターの占有もしくは管理（防災管理を含む。）に基づく責任は含まない。 

 (3) 諸法規改訂に伴う工事 

    諸法規の改訂、官公庁の命令要求による設備の改修または新規付属物追加に関する 

工事は含まない。 

 (4) 法律に基づく定期検査の費用 

    建築基準法によるエレベーター定期検査の受検法定諸事項の費用は含む。また、 

労働安全衛生法によるエレベーター定期検査についても、受検費用および準備の諸費 

用は含む。 

 (5) エレベーター関連設備 

    放送設備、空調設備、煙感知設備、消火設備、集合インターホン、防犯・防災設備

などのエレベーター関連設備（遠隔監視システムは除く。）の点検、修理、取替、調

整および清掃は含まない。 



７．保守点検業務範囲一覧表 

 (1) 東口地下駐車場【リニアモーターエレベーター】 

  ①業務に含まれる修理、取替、調整の範囲は下記のとおりとする。（付属部品を含む。）  

 項 目  保 守 点 検 内 容  項 目  保 守 点 検 内 容 

制 御 盤  (1)各PCﾎ゙ ｰﾄ゙ ､ｽｲｯﾁ､ﾘﾚｰ､ﾌ゙   (23)ﾄ゙ ｱ･ｸﾛｰｻ゙ ｰ 

  ﾚｰｶｰ､ﾄﾗﾝｽ ドア装置 (24)ﾄ゙ ｱ･ｲﾝﾀｰﾛｯｸ装置 

  (2)遠隔監視装置  (25)ﾄ゙ ｱ･ﾊﾝｶﾞｰ(ﾛﾜｰｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ含む。)  

調 速 機  (3)ｼｰﾌ゙ ､軸受  (26)ｵｰﾊ゙ ｰﾍｯﾄ゙ ｼｰﾌ゚ および軸受  

   (27)主ﾛｰﾌ゚  

受 電 盤  (4)ﾌ゙ ﾚｰｶｰ､ﾋｭｰｽ゙   (28)調速機およびﾛｰﾌ゚  

   (29)移動ｹｰﾌ゙ ﾙ 

  (5)ｶ゙ ｲﾄ゙ ｼｭｰ  (30)ｶﾗﾑ （鉄芯） 

  (6)かご非常止め装置  (31)動力ｹｰﾌ゙ ﾙ 

  (7)運転操作盤の部品 昇降路関係 (32)ﾘﾐｯﾄ･ｽｲｯﾁ 

  (8)ﾄ゙ ｱ･ｵﾍ゚ ﾚｰﾀｰ 装置  (33)ﾌﾛｱｰｾﾝｻｰ 

  (9)ﾄ゙ ｱ･ｽｲｯﾁ､ｾﾌﾃｨｰｼｭｰ  (34)ﾌ゙ ﾚｰｷ･ｺｲﾙ､ｼｭｰﾗｲﾆﾝｸ゙  

 (10)ﾄ゙ ｱ･ｶ゙ ｲﾄ゙ ｼｭｰ､ﾄ゙ ｱﾊﾝｶ゙ ｰ   (35)ﾘﾆｱﾓｰﾀｰ 

 (11)ｶｰﾎ゚ ｼ゙ ｼｮﾝ･ｲﾝｼ゙ ｹｰﾀｰ  (36)ｶｳﾝﾀｰ･ｼｰﾌ゙ および軸受 

かご関係 (12)ﾌｧﾝ およびﾌ゙ ﾛｱｰ  (37)緩衝器（油圧またはｽﾌ゚ ﾘﾝ 

 (13)照明器具(ﾗﾝﾌﾟ類含む。) ピット関係     ｸ゙  型） 

 (14)ｲﾝﾀｰﾎﾝ      

 (15)停電灯装置  (38)電気配管配線一式 

 (16)積載超過装置    (ただし昇降路外配管配線は除く。) 

 (17)音声合成装置  (39)各管制運転装置 

 (18)ｶｰ･ｼｰﾌ゙  そ の 他   (ただﾊ゙ ｯﾃﾘｰは除く。) 

 (19)ﾎｰﾙ･ﾎ゙ ﾀﾝ  (40)中央監視盤 

ﾎ ｰ ﾙ 信 号 装 置 (20)ﾎｰﾙﾎﾟｼ゙ ｼｮﾝ･ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ   

 (21)各管制ｽｲｯﾁ   

 (22)ﾎｰﾙ･ﾗﾝﾀﾝ､ﾁｬｲﾑ   

 

  ②業務に含まれない修理、取替、調整の範囲は下記のとおりとする。 

  (1) 機械室内建物付属設備（照明および換気装置など） 



 (2) 昇降路周壁およびガラス 

 (3) モーター等の機器一式取替 

 (4) 下記項目に対する仕上げ直し（塗装・メッキ直し）、修理または取替、清掃 

   １．かご室および戸 ２．三方枠および乗り場戸 ３．敷居 ４．かご床タイ

ル 

 

(2) 西口地下駐車場【油圧エレベーター】 

  ①業務に含まれる修理、取替、調整の範囲は下記のとおりとする。（付属部品を含む。） 

 項 目  保 守 点 検 内 容  項 目  保 守 点 検 内 容 

モーター  (1)巻線および回転子  (24)ﾎｰﾙ･ﾎ゙ ﾀﾝ 

  (2)軸受 ﾎ ｰ ﾙ 信 号 装 置 (25)ﾎｰﾙﾎﾟｼ゙ ｼｮﾝ･ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ 

  (3)ﾎ゚ ﾝﾌ゚  装置  (26)各管制ｽｲｯﾁ 

油圧機器  (4)ﾊ゙ ﾙﾌ゙  装置  (27)ﾎｰﾙ･ﾗﾝﾀﾝ､ﾁｬｲﾑ 

  (5)ｻｲﾚﾝｻｰ装置  (28)ﾄ゙ ｱ･ｸﾛｰｻ゙ ｰ 

  (6)ｵｲﾙﾀﾝｸ､ﾌｨﾙﾀｰ ドア装置 (29)ﾄ゙ ｱ･ｲﾝﾀｰﾛｯｸ装置 

制 御 盤  (7)ｽｲｯﾁ､ﾋｭｰｽ゙ ､ﾘﾚｰ  (30)ﾄ゙ ｱ･ﾊﾝｶﾞｰ(ﾛﾜｰｶﾞｲﾄﾞｼｭｰ含む。)  

  (8)遠隔監視装置  (31)ｵｰﾊ゙ ｰﾍｯﾄ゙ ｼｰﾌ゙ および軸受  

調 速 機  (9)ｼｰﾌ゙ ､軸受  (32)巻上用ﾛｰﾌ゚  

  昇降路関係 (33)調速機ﾛｰﾌ゚  

   (34)移動ｹｰﾌ゙ ﾙ 

受 電 盤 (10)ﾌ゙ ﾚｰｶｰ､ﾋｭｰｽﾞ  (35)ﾘﾐｯﾄ･ｽｲｯﾁ 

   (36)ﾌﾛｱｰｾﾝｻｰ 

 (11)ｶ゙ ｲﾄ゙ ｼｭｰまたはﾛｰﾗｰ･ｶ゙ ｲﾄ゙   (37)緩衝器 

 (12)かご非常止め装置 ピット関係 (38)ｶﾞﾊﾞﾅｰ･ﾛｰﾌﾟ張り車および

軸受  

 (13)運転操作盤の部品  (39)ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ用ﾊﾟｯｷﾝｸﾞ 

 (14)ﾄ゙ ｱ･ｵﾍ゚ ﾚｰﾀｰ 装置   

 (15)ﾄ゙ ｱ･ｽｲｯﾁ､ｾﾌﾃｨｰｼｭｰ  (40)電気配管配線一式 

 (16)ﾄ゙ ｱ･ｶ゙ ｲﾄ゙ ｼｭｰ､ﾄ゙ ｱﾊﾝｶ゙ ｰ     (ただし昇降路外配管配線は除く。) 

かご関係 (17)ｶｰﾎ゚ ｼ゙ ｼｮﾝ･ｲﾝｼ゙ ｹｰﾀｰ  (41)各管制運転装置 

 (18)ﾌｧﾝ およびﾌ゙ ﾛｱｰ そ の 他   (ただしﾊ゙ ｯﾃﾘｰは除く。) 

 (19)照明器具(ﾗﾝﾌﾟ類含む。)  (42)中央監視盤 

 (20)ｲﾝﾀｰﾎﾝ   



 (21)停電等装置   

 (22)積載超過装置   

 (23)音声合成装置   

  

  ②業務に含まれない修理、取替、調整の範囲は下記のとおりとする。 

  (1) 機械室内建物付属設備（照明および換気装置など） 

 (2) 昇降路周壁およびガラス 

 (3) 油圧機器、モーター等の機器一式取替 

 (4) 下記項目に対する仕上げ直し（塗装・メッキ直し）、修理または取替、清掃 

   １．かご室および戸 ２．三方枠および乗り場戸 ３．敷居 ４．かご床タイ

ル 
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草津駅前地下駐車場清掃業務仕様書 

 

１．総則 

  本仕様書は、草津駅前地下駐車場の清掃業務に関する大要を定めるものであり、業務に

当たっては、仕様に規定する範囲において諸法令、諸規則その他の定めを遵守し、誠実に

業務を遂行するものする。 

２．業務の場所 

  滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目                         

  草津市立草津駅前地下駐車場 

３．施設の規模 

 (1) 東口                                   

    構  造  鉄筋コンクリート造地下２階（２層） 

    延床面積  ７，３００㎡                     

    駐車台数  １５１台                          

 

 (2) 西口                                    

    構  造  鉄筋コンクリート造地下２階（２層） 

    延床面積  ４，２１０㎡                       

    駐車台数  ７７台                           

                         

４．その他                                    

 (1) 管理業務の基本事項                             

  清掃業務に関し、下記の事項に注意し、誠意をもって業務を遂行すること。     

  ①清掃業務に際しては、工程表を作成し、業務を円滑に実施すること。       

  ②業務の実施に当たっては、各関係諸法令等を遵守すること。 

  ③業務上知り得たことについては、外部に公表または漏らさないこと。 

  ④緊急時および臨機の措置については、管理担当者の指示により適切な措置を講ずるこ

と。 

  ⑤作業服は、統一した清潔で美しいものを着用し、名札をつけること。 

  ⑥清掃用具および仕様材料は作業内容、建築材料等に最も適したものを使用する。 

  ⑦使用資材およびケミカル用品は、充分テストを行なったものを使用する。 

  ⑧清掃は静粛かつ丁寧に行い、来客、職員、壁等に塵、ほこり、清掃用水等を飛散させ

たり、または騒音および刺激臭等が発生しないよう充分注意し実施すること。 



  ⑨業務中、設備の破損、紛失、不審物、落とし物等を発見したときは、速やかに施設管

理担当者に報告するものとする。 

  ⑩業務の実施に当たっては、常に火災、盗難、その他の事故が発生することのないよう

に充分に注意すること。 

  ⑪業務の実施に当たっては、必要以外の場所に立ち入り、またはみだりに機械器具、書

類等にさわる等不必要な行為を行なわない。なお、建物や備品等を破損した場合速や

かに管理担当者に連絡し、その指示に従うものとする。 

  ⑫業務終了時には、施設管理担当者の検査を受け、不十分な箇所があった場合、その担

当者の指示に従って手直しを行うものとする。                 

 (2) 経費の負担 

  業務の遂行に必要なものは、すべて指定管理者が負担するものとする。       

①業務上必要な清掃機材および洗剤、ワックス等の消耗材料等の消耗品 

   ②清掃に必要な光熱水費、トイレットペーパー、石けん等 

  ③その他指定管理者が負担することが適当であると認められるもの 

 (3) 損害賠償 

  業務上の事故等について、指定管理者の取扱い不備、操作不良等により機器を損傷させ 

た時および指定管理者の責に帰する理由により発生した事故については、指定管理者の責

任において措置するものとし、事故発生の原因および被害の内容について速やかに報告す

るものとする。 

  また、市の責に帰する理由により発生した事故等については、市の責任において措置す 

るものとし、指定管理者は賠償（補償）の責を免れるものとする。 

 (4) その他 

  ①各業務終了後は結果報告書を速やかに提出すること。 

  ②本仕様書に疑義がある場合は、双方協議のうえ決定するものとする。 

  ③作業の実施に当たっては、施設管理担当者とあらかじめ日程等について打ち合わせを 

行い、運営上支障が出ないように留意するものとする。 

 

  

 

 

 

 



 清  掃  業  務 

                             

   駐車場全般について、日常清掃および定期清掃等を実施するものとする。 

 

 (1) 清掃作業基準および面積 

   別紙 清掃作業基準のとおり 

 

 (2) 業務日、時間等 

   ①作業基準に基づき所要の作業員を勤務させるものとする。 

    なお、日常清掃においては、一日当たり作業時間を７時間とし、週５日作業とする。

よって、箇所別表の日常清掃回数において「毎日」との記載は前記の範囲内とする。             

   ②定期清掃について、作業を実施する１週間前までに作業工程表を施設管理担当者と

日程の協議をし、提出するものとする。 

                                           

 (3) 清掃内容 

  Ａ．日常清掃                                 

   ①床の清掃                                 

    ほうきやダストモップによりゴミおよびほこりを除去し、必要に応じてしぼりモッ

プまたは雑巾で拭き取る。 

   ②拾い掃き 

    大きなゴミ・ビニール等を収集し、ほうき等で砂・ほこりを除去する。 

   ③マット清掃 

    使用マット類に付着した砂ぼこり等の除去清掃を必要に応じて行う。 

   ④ゴミ等処理 

    ゴミ箱内のゴミ、空缶等を分別収集し、所定のゴミ集積所まで搬入整理する。 

   ⑤備品什器等の清掃 

    ダストクロス、タオル雑巾等で机の上や椅子の肩、机上の調度などを拭いて、手垢・

汚れ・ほこりをとる。（ただし、東口管理事務所を除く。）          

   ⑥ドアの清掃 

    空拭きまたは水拭き（磨き剤を使用） 

    扉の取っ手等のほこりを拭う。 

    ガラス面の清掃。 

    空拭きまたは水拭き（洗剤希釈液を使用）後、空拭きで水分を拭き取る。 



   ⑦スイッチ回りの清掃 

    タオル雑巾またはダストクロス等を用いて清拭する。 

   ⑧手摺等の清掃 

    タオル雑巾またはダストクロス等を用いて清拭する。（磨き剤等を使用） 

   ⑨流し台回りの清掃 

    必要に応じ洗剤を用い、茶渋等を清掃して清潔を保持する。 

    茶殻入は内容物を棄却後、容器は洗浄する。（ただし、東口管理事務所を除く。）  

   ⑩鏡拭き 

    特に清潔感に留意し、空拭きにより磨き上げる。 

   ⑪衛生陶器の清掃 

    特に清潔感に留意し、空拭きにより磨き上げる。 

    便器については十分に水を流した後、柄付きたわしでよく洗う。（専用洗剤を使用

する。）洗面器等は洗剤を使って拭き上げる。（下面およびトラップまわりも注意

して清掃する。） 

   ⑫汚物の処理 

    汚物入れについては内容物を棄却後、容器は洗浄する。 

   ⑬衛生等消耗品の補充                            

    トイレットペーパー、水石けん等の衛生消耗品の補充は、トイレ清掃時に補充す

る。                                   

   ⑭金属部分の清掃 

    空拭き（専用磨き剤にて磨き上げる。）                   

   ⑮駐車場内の清掃 

    粗ゴミの拾い掃きおよび状況により、砂や泥の除去清掃を行う。 

   ⑯排水口の清掃 

    排水口付近の砂や泥、ゴミ等の堆積物を除去清掃する。 

   ⑰窓ガラスの清拭き                             

    空拭きまたは水拭き（洗剤希釈液を使用）後、空拭きで水分を拭き取る。    

    （ただし、東口管理事務所を除く。）              

         

  Ｂ．定期清掃（床の洗浄、ワックス仕上げ等） 

   ①床の表面洗浄仕上げ（磁器タイル） 

    ポリッシャーまたはデッキブラシやたわし類を用いて、中性洗浄剤を使用して水洗

浄を行う。 



   ②床のワックス仕上（塩ビタイル） 

    椅子等の移動可能物は移動させ、砂・泥・ごみ等を拭き取り、中性洗浄剤にて洗浄

し、十分汚れを落とした後、床材に適したワックスを使用して仕上げる。 

    

  Ｃ．ごみ搬出                                

   ①場内のごみ集積場所に分別収集したごみを定期的に搬出し、草津市立クリーンセン

ターへ運搬し、処分する。                        

   ②ごみ搬出は、別表の種類別搬出表に基づくものとする。            

   ③場内のごみ集積場所が満杯になることがないように、必要があれば別表以外にも搬

出処分するものとする。                   

                                                         



◎清掃作業基準

・日常清掃
作業箇所 床材 面積 回数 床面除塵 床面清拭 流し台清掃茶殻処理 トイレ清掃衛生消耗品補充拾い掃き金属部分磨き ゴミ回収 窓ガラス清拭

東口 B1 男子トイレ 磁気タイル 8.7 ○ ○ ○
女子トイレ 磁気タイル 9.5 毎日 ○ ○ ○
身障者用トイレ 磁気タイル 8.9 ○ ○ ○
トイレ前通路 磁気タイル 16.4 ○ ○

B2 男子トイレ 磁気タイル 8.4 ○ ○ ○
女子トイレ 磁気タイル 9.1 ○ ○ ○
トイレ前通路 磁気タイル 18.6 ○ ○

西口 B1 男子トイレ 磁気タイル 13.1 ○ ○ ○
女子トイレ 磁気タイル 12.9 ○ ○ ○
身障者用トイレ 磁気タイル 4.2 ○ ○ ○
トイレ前通路 磁気タイル 8.8 ○ ○

・定期清掃
東口 B1 B階段前ホール 磁気タイル 14.9 ○

車路 コンクリート 1202.1 随時 ○
B2 B階段前ホール 磁気タイル 15.4 ○

車路 コンクリート 1227.5 ○
出庫路 コンクリート 222.8 ○
入庫路 コンクリート 136.5 ○
B1F・B2F車路 コンクリート 345.2 ○
階段室A　１F～B2 磁気タイル 73.2 ○
階段室B　１F～B2 磁気タイル 48.8 ○
階段室C　１F～B2 磁気タイル 27.8 ○
エレベーター 塩ビタイル 1.9 ○ ○ ○ ○

西口 B1 料金所 コンクリート 1.8 ○ ○
車路 コンクリート 659.6 ○
エレベーターホール磁気タイル 24.7 ○ ○

B2 エレベーターホール磁気タイル 32.8 ○ ○
車路 コンクリート 871.4 ○

共用部 出庫路 コンクリート 257.5 ○
入庫路 コンクリート 141.7 ○
B1F・B2F車路 コンクリート 256.6 ○
階段室A　１F～B2 磁気タイル 52.4 ○
階段室B　１F～B2 磁気タイル 33.3 ○
階段室C　１F～B2 磁気タイル 43.3 ○
エレベーター 塩ビタイル 1.9 ○ ○ ○ ○

東口 B1 管理事務所 塩ビシート 54.1 なし
湯沸し室 塩ビシート 4.1

西口 B1 管理事務所 塩ビシート 31.6 ○ ○ ○ ○
湯沸し室 塩ビシート 3.7 週１回 ○ ○ ○ ○ ○
ロッカー室 塩ビシート 8.3 ○ ○

◎種類別搬出表
作業箇所 床材 面積 回数 床洗浄 種類別 回数 ゴミ集積場所

東口 B1 管理事務所 塩ビシート 54.1 1回以上 普通ゴミ 東西ともに　月２回 東口
湯沸し室 塩ビシート 4.1 1回以上 プラスチック類 東西ともに　月１回 　エレベーター横倉庫（B１F)
男子トイレ 磁気タイル 8.7 1回以上 金属類 東西ともに　月１回 西口
女子トイレ 磁気タイル 9.5 1回以上 ビン類 東西ともに　月１回 　C階段横倉庫（B1F)
身障者用トイレ 磁気タイル 8.9 1回以上
トイレ前通路 磁気タイル 16.4 年 1回以上
B1階段前ホール 磁気タイル 14.9 1回以上
車路 コンクリート 1202.1 1回以上

B2 男子トイレ 磁気タイル 8.4 1回以上
女子トイレ 磁気タイル 9.1 1回以上
トイレ前通路 磁気タイル 18.6 1回以上
B2階段前ホール 磁気タイル 15.4 1回以上
車路 コンクリート 1227.5 1回以上

共用部 出庫路 コンクリート 222.8 1回以上
入庫路 コンクリート 136.5 間 1回以上
B1F～B2F車路 コンクリート 345.2 1回以上
階段室A　１F～B2 磁気タイル 73.2 1回以上
階段室B　１F～B2 磁気タイル 48.8 1回以上
階段室C　１F～B2 磁気タイル 27.8 1回以上
エレベーター 1.9 必要時

西口 B1 管理事務所 塩ビシート 31.6 1回以上
湯沸し室 塩ビシート 3.7 1回以上
ロッカー室 塩ビシート 8.3 1回以上
男子トイレ 磁気タイル 13.1 回 1回以上
女子トイレ 磁気タイル 12.9 1回以上
身障者用トイレ 磁気タイル 4.2 1回以上
トイレ前通路 磁気タイル 8.8 1回以上
エレベーターホール磁気タイル 24.7 1回以上
料金所 コンクリート 1.8 1回以上
車路 コンクリート 659.6 1回以上

B2 エレベーターホール磁気タイル 32.8 1回以上
控室 塩ビシート 15.1 必要時
車路 コンクリート 871.4 数 1回以上

共用部 出庫路 コンクリート 257.5 1回以上
入庫路 コンクリート 141.7 1回以上
B1F～B2F車路 コンクリート 256.6 1回以上
階段室A　１F～B2 磁気タイル 52.4 1回以上
階段室B　１F～B2 磁気タイル 33.3 1回以上
階段室C　１F～B2 磁気タイル 43.3 1回以上
エレベーター 塩ビタイル 1.9 必要時

※ただし、特に汚れが目立つ場合については、随時清掃を行うこと。

共用部



 

 

 

 

 

草津駅前地下駐車場 

雑 排 水 槽 清 掃 
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草津駅前地下駐車場雑排水槽清掃業務仕様書 

 

●業務の範囲 

 

場所 

 

 

対 象 水 槽 

 

大きさ（ｍｍ） 

 

東口 

 

 

雑 排 水 槽 

 

4,375×2,875×2,250H 

 

西口 

 

 

雑 排 水 槽 

 

4,625×1,600×2,250H 

                      別添の図面を参照のこと 

●汚泥の量 

    雑排水槽       約１．８立方メートル   

●業務内容 

① 水槽内部の汚泥等の搬出・排出作業および運搬・処分 

② 水槽内部の清掃・洗浄および槽内消毒作業 

③ 水槽内外部のひび割れ等の有無を点検 

④ 排水ポンプの動作確認および変形・損傷の有無を点検 

⑤ 排水管・弁等の損傷や異常の有無を点検 

●業務回数 

①毎年１回実施（６月） 

●その他 

① 当施設は建物の構造上、高さ２．１ｍ以上の車両は入庫できないので留意すること 

② 各水槽付近に設置してある散水栓および電源は使用可 

③ 業務終了後に提出する結果報告書には作業前・作業中・作業後の写真を添付すること 

④ 酸欠等の事故防止や駐車場利用者の安全には十分配慮すること 

⑤ 汚泥の処理については、関係法規等に基づき、適正に処理すること 

⑥ 実施時期については協議すること 
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草津駅前地下駐車場 

汚 水 槽 ・ 湧 水 槽 清 掃 

業  務  仕  様  書 

 



 



草津駅前地下駐車場汚水槽・湧水槽清掃業務仕様書 

 

●業務の範囲 

場所 対 象 水 槽 面 積 （ ｍ ｍ ） 

東口 汚 水 槽 ５０００×２９００ 

連絡通路用湧水槽 ８２００×３４５０ 

西口 汚 水 槽 ５０００×２０７５ 

連絡通路用湧水槽 ６３００×８５００ 

●汚泥の量 

    汚水槽       約３０ｃｍ   

連絡通路用湧水槽  約１０ｃｍ 

●業務内容 

① 水槽内部の汚泥や錆の搬出・排出作業および運搬・処分 

② 水槽内部の清掃・洗浄および槽内消毒作業 

③ 本体・架台の損傷、水槽内外部のひび割れ等の有無を点検 

④ 排水ポンプの動作確認および変形・損傷の有無を点検 

⑤ 排水管・弁等の損傷や異常の有無を点検 

●業務回数 

    ①毎年１回実施（６月） 

●その他 

① 当施設は建物の構造上、高さ２．１ｍ以上の車両は入庫できないので留意すること 

② 各水槽付近に設置してある散水栓および電源は使用可 

③ 業務終了後に提出する結果報告書には作業前・作業中・作業後の写真を添付すること 

④ 酸欠等の防止には十分配慮すること 

⑤ 汚泥の処理については、関係法規等に基づき、適正に処理すること 

⑥ 実施時期については協議すること 



 

 

 

 

 

 

 

草津駅前地下駐車場 

環 境 衛 生 管 理 

業  務  仕  様  書 

 



 



草 津 駅 前 地 下 駐 車 場 環 境 衛 生 管 理 業 務 仕 様 書  

 

環 境 衛 生 管 理 業 務  

 

  建 物 の 環 境 を 「 建 築 物 に お け る 衛 生 的 環 境 の 確 保 に 関 す る 法 律 （ 以 下 「 ビ

  ル 管 理 法 」と い う 」に 準 じ て 適 正 に 維 持 管 理 す る 為 ，下 記 の 業 務 を 実 施 し ，

  そ の 記 録 を 保 持 管 理 す る も の と す る 。  

 

（ １ ） 業 務 の 種 類 と 範 囲  

  Ａ ． 飲 料 水 用 貯 水 槽 清 掃 業 務    １ 回  

   ① 東 口  対 象 水 槽  Ｆ Ｒ Ｐ・１ 槽 式  1 . 5× 2 . 0× 2 . 0 H＝ 6 . 0㎥（ 地 下 ２ 階 ） 

   ② 西 口  対 象 水 槽  Ｆ Ｒ Ｐ・１ 槽 式  1 . 5× 1 . 5×2. 0 H＝ 4 . 5㎥（ 地 下 ２ 階 ） 

  Ｂ ． 水 質 検 査 業 務    １ 回  

    ２ 箇 所  （ 東 口 ・ 西 口 ）  

 

（ ２ ） 業 務 の 内 容  

  Ａ ． 飲 料 水 用 貯 水 槽 清 掃 業 務  

   ① 水 槽 内 部 の 汚 泥 お よ び 錆 の 搬 出 ・ 排 出 作 業  

   ② 水 槽 内 部 の 清 掃 ・ 洗 浄 及 び 槽 内 消 毒 作 業  

   ③ 本 体 ， 架 台 の 損 傷 ， 水 槽 内 外 部 の ひ び 割 れ 等 の 有 無 の 点 検  

   ④ ボ ー ル タ ッ プ ， 定 水 位 弁 等 の 浸 水 ， 変 形 ， 損 傷 の 有 無 の 点 検  

   ⑤ 給 水 管 ， 弁 等 の 損 傷 ， 異 常 の 有 無 の 点 検  

   ⑥ オ ー バ ー フ ロ ー 管 の 防 虫 網 損 傷 の 有 無 の 点 検  

   ⑦ 実 施 後 の 残 留 塩 素 の 測 定 ， 色 度 ・ 濁 度 ・ 臭 気 ・ 味 の 検 査  

    

  Ｂ ． 水 質 検 査 業 務   

    飲 料 水 に つ い て ， そ の 安 全 ・ 衛 生 性 を 確 認 す る た め に 水 道 法 お よ び 厚

生 労 働 省 令 に 定 め ら れ て い る 次 の 基 準 に よ り 検 査 を 行 う も の と す る 。  

        水 質 基 準 に 関 す る 省 令 に よ り ， 一 般 細 菌 ， 大 腸 菌 群 ， 亜 硝 酸 態 窒 素 ，

硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素 ，亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 ，鉛 及 び そ の 化 合 物 ，

鉄 及 び そ の 化 合 物 ，銅 及 び そ の 化 合 物 ，塩 化 物 イ オ ン ，蒸 発 残 留 物 ，有

機 物 （ 全 有 機 炭 素 （ Ｔ Ｏ Ｃ ） の 量 ） ， Ｐ Ｈ 値 ， 味 ， 臭 気 ， 色 度 ， 濁 度 の

１ ６ 項 目 を １ 回 実 施 す る も の と す る 。  

 

  Ｃ ． 検 査 方 法  

    検 査 方 法 は 水 質 基 準 に 関 す る 厚 生 労 働 省 令 に 定 め る 方 法 ま た は そ れ と

同 等 以 上 の 精 度 を 有 す る 方 法 に よ り 行 う 。  

 

（ ３ ） そ の 他  

    実 施 時 期 は 、 協 議 の 上 実 施 す る こ と 。  

    業 務 終 了 後 は 、 清 掃 作 業 報 告 書 お よ び 水 質 検 査 報 告 書 を 提 出 す る こ と 。 

      業務実施にあたり、高さ２．１ｍ以上の車両は入庫できないので留意すること。 

                      



 

水 質 検 査 項 目  

 

    検  査  項  目    許  容  値    備    考   

 １  一 般 細 菌  1 0 0 CF U /l  以 下    

  ２  大 腸 菌  検 出 さ れ な い こ と    

 ３  亜 硝 酸 態 窒 素  0 . 0 4m g /1  以 下    

 ４  硝 酸 態 窒 素 及 び 亜 硝 酸 態 窒 素  1 0 m g/ 1  以 下    

 ５  亜 鉛 及 び そ の 化 合 物  1 . 0 mg / 1  以 下    

６  鉛 及 び そ の 化 合 物  0 . 0 1m g /1  以 下    

 ７  鉄 及 び そ の 化 合 物  0 . 3 mg / 1  以 下    

 ８  銅 及 び そ の 化 合 物  1 . 0 mg / 1  以 下    

 ９  塩 化 物 イ オ ン  2 0 0 mg / 1  以 下    

１ ０  蒸 発 残 留 物  5 0 0 mg / 1  以 下    

１ １  有 機 物  3 m g /1  以 下    

 （ 全 有 機 炭 素 （ Ｔ Ｏ Ｃ ） の 量 ）    

１ ２  Ｐ Ｈ 値  5 . 8 pH以 上 8 . 6 pH以 下    

１ ３  味  異 常 で な い こ と    

１ ４  臭 気  異 常 で な い こ と    

１ ５  色 度  5度 以 下    

１ ６  濁 度  2度 以 下    

 



 

 

 

 

草津駅前地下駐車場 

浮 遊 粉 塵 測 定 

業  務  仕  様  書 





草津駅前地下駐車場浮遊粉塵測定業務仕様書 

 

１．業 務 名  草津駅前地下駐車場浮遊粉塵測定業務 

 

２．業務場所  滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目 

草津市立草津駅前地下駐車場 

 

３．測定回数  <東口>  ６月 １回   １２月 １回 

        <西口>  ６月 １回   １２月 １回 

 

４．測定地点  <東口> 

・ 駐車場地下２階入口付近 

・ 駐車場地下２階従業員詰め所付近 

        <西口> 

・ 駐車場地下１階入口付近 

・ 駐車場地下１階管理事務所付近 

 

５．測定条件  <東口> 

・ 給気運転時 

        <西口> 

・ 給気運転時 

 

６．測定項目  全粉塵、ＳＰＭ（浮遊粒子状物質）、作業環境測定の実施 

        <全粉塵> 

         ・６：００～２４：００の営業前時間帯 

        <SPM（浮遊粒子状物質）> 

         ・１０μm以下の粉塵 「大気の汚染にかかる環境基準」に基づく 

・６：００～２４：００の営業前時間帯（６０分間） 

１６：００～１９：００（６０分間×３回） 計４回 

<作業環境条件粉塵> 

 ・７．０７μm以下の粉塵 「労働安全衛生法」に基づく 

・１６：００～１９：００（６０分間×３回） 

 

７．そ の 他   ・営業期間中の測定機器設置および測定作業においては、駐車場利用

者の迷惑にならないよう留意すること 

         ・報告書の提出は測定毎に提出のこと 

         ・実施日は事前に施設管理担当者と協議のこと 



 

 

 

 

 

草津駅前地下駐車場 

 

画像監視システム保守点検 

 

業   務   仕   様   書              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



草津駅前地下駐車場画像監視システム保守点検業務仕様書 

 

１．総則 

   本仕様書は、草津駅前地下駐車場の画像監視システム保守点検業務に関する大要を定

めるものである。業務に当たっては、仕様に規定する範囲において、諸法令、諸規則その他

の定めを遵守し、誠実に業務を遂行するものとする。 

 

２．業務の場所 

滋賀県草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町および西渋川一丁目 

   草津市立草津駅前地下駐車場 

 

３．対象となる設備内容 

  ①東口駐車場 

   (1)ドーム型天井直付カメラ(ＷＶ－ＣＦ１５)         ２台 

   (2)屋内防塵ハウジング天井直付カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)   １台 

   (3)同上用取付金具(Ｃ－ＢＣ３１)              １個 

   (4)屋内防塵ハウジング壁付カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)     ８台 

   (5)同上用取付ボックス(ＷＶ－Ｑ１２０)           ８台 

   (6)壁取付金具(Ｃ－ＢＣ２１)                ２個 

   (7)屋内防塵ハウジング付吊下型カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)  ２３台 

   (8)同上用吊り下げ金具(Ｃ－ＢＣ４１)            ９個 

   (9)同上用吊り下げ金具(Ｃ－ＢＣ３１)           １４個 

   (10)屋内外防塵ハウジング付カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)     ３台 

   (11)同上用ポール取付金具(特注品)              ２個 

   (12)カメラコントロールユニット(ＷＶ－ＰＳ１７８)      ５台 

   (13)ハードディスクレコーダー(ＷＪ－ＨＤ６１６)       ３台 

   (14)ハードディスクユニット(ＷＪ－ＨＤＵ４０Ｌ)       ３台 

   (15)ＤＶＤドライブユニット(ＷＪ－ＨＤＢ６１１)       ３台 

   (16)電源制御ユニット(ＰＤ－１５０)             ２台 

   (17)８ポートＨＵＢ(ＤＧＳ－１００８Ｉ/ＧＥ)         １台 

   (18)監視用パソコン(OptiPlex３８０)             １台 

   (19)ワイヤレスマウス・キーボードセット           １台 

(ＳＫＢ－ＷＬ０９ＥＴＢＫ) 

   (20)ビューワーソフト(ＤＧ－ＡＳＭ１００/Ｌ２)        １台 



   (21)機器収納ラック(ＷＵ－ＲＬ８５)             １台 

   (22)３２型液晶モニター(ＴＨ－ＬＣ３２Ｃ２)         ４台 

   (23)天井吊下金具(ＤＨ－３００＋ＴＨ－ＰＡＳ(Ｋ))      ４台 

 

  ②西口駐車場 

   (1)ドーム型天井直付カメラ(ＷＶ－ＣＦ１５)         ３台 

   (2)屋内防塵ハウジング天井直付カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)   ５台 

   (3)同上用取付ボックス(ＷＶ－Ｑ１２０)           ５台 

(4)屋内防塵ハウジング壁付カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)    １１台 

   (5)同上用取付ボックス(ＷＶ－Ｑ１２０)           ８台 

   (6)同上用吊り下げ金具(Ｃ－ＢＣ４１)            ３個 

   (7)屋内防塵ハウジング壁付カメラ(ＷＶ－ＣＷ１２０)     ２台 

   (8)同上用ポール金具アタッチメント(特注品)         ２台 

   (9)カメラコントロールユニット(ＷＶ－ＰＳ１７８)      ３台 

(10)ハードディスクレコーダー(ＷＪ－ＨＤ６１６)       ２台 

   (11)ハードディスクユニット(ＷＪ－ＨＤＵ４０Ｌ)       ２台 

   (12)ＤＶＤドライブユニット(ＷＪ－ＨＤＢ６１１)       ２台 

   (13)電源制御ユニット(ＰＤ－１５０)             １台 

(14)１５型液晶モニター(ＬＣＭ－１５１)           ２台 

(15)同上用壁面取付金具(ＳＴ－ＬＣ１５１)          １台 

   (16)８ポートＨＵＢ(ＤＧＳ－１００８Ｉ/ＧＥ)         １台 

   (17)ＥＬＶカメラ用電源部(ＷＶ－ＰＳ１７)          １台 

 

４．共通事項 

 (1) 保守点検業務の基本事項 

   ①業務の実施に当たっては、各関係諸法令等を遵守すること。 

   ②業務上知り得たことについては、外部に公表または漏らさないこと。 

   ③緊急時および臨機の措置については、委託者の指示により適切な措置を講じること。 

   ④業務の実施に当たっては、必要以外の場所に立ち入り、またはみだりに機械器具 

書類等に触れるなど不必要な行為を行わないこと。なお、施設や備品等を破損した 

場合は速やかに施設管理担当者に連絡し、その指示に従うものとする。 

 (2) 損害賠償 

業務上の事故等について、受託者の取扱い不備、操作不良等により機器を損傷 

させた時および受託者の責に帰する理由により発生した事故については、受託者の 



責任において措置するものとし、事故発生の原因および被害の内容については、 

速やかに報告するものとする。 

また、委託者の責に帰する理由により発生した事故等については、委託者の責任 

において措置するものとし、受託者は賠償（補償）の責を免れるものとする。 

 (3) その他 

   ①業務終了後は、結果報告書を速やかに提出すること。 

   ②本仕様書に疑義がある場合は、双方協議のうえ決定するものとする。 

   ③作業の実施に当たっては、委託者の指定する施設管理担当者とあらかじめ日程等

について打ち合わせを行い、運営上支障が出ないように留意するものとする。 

 

５．保守義務の免除 

   下記の場合においては、受託者は保守義務を免れるものとする。 

   ①天災地変、その他不可抗力による障害が発生した場合 

   ②不可抗力、その他受託者の責に帰すべからざる事由により受託者が保守義務を 

履行出来ないとき。 

   ③委託者の過失により障害が発生したとき。 

   ④受託者の指定する機関以外の者による補修を原因として発生したとき。 

   ⑤受託者の連絡なく設置場所を変更したとき。 

 

６．保守点検業務 

(1) 受託者は本業務期間中の年１回に技術者を派遣し定期点検を行う。その作業内容は、

機器の点検、機能調整、清掃作業等とする。 

 (2) 障害発生の場合は、受託者は速やかに技術員を派遣し、障害の除去に必要な作業を 

行う。 

 (3) 前記の(1)(2)記載の作業に際し、消耗品または付属品を交換する場合は、委託者と 

協議のうえ行い、その費用は委託者の負担とする。 

 (4) 機器の改造、仕様の変更、オーバーホールおよび移動据付による障害の保守作業に 

ついては業務の対象外とし、その作業に要する費用は委託者の負担とする。 

 



７．保守点検業務範囲 

項   目 保 守 点 検 内 容 

カメラ部 

 (1)取付け具合 取付け具合に緩みがなく、金具で固定されていること 

 (2)色濃淡・色相 カラー・色相とも正常に再現していること 

 (3)フォーカス レンズ操作において、正常に機能すること 

 (4)接合部 接栓・プラグ等、緩みがなく正常であること 

 (5)供給電圧 入力電圧はＡＣ１００Ｖ±１０％の範囲内であること 

 (6)被写体映像 目的とする被写体が鮮明に得られていること 

 

監視室内制御装置部（ｶﾒﾗｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ、ﾌﾚｰﾑｽｲｯﾁｬｰ、32型液晶ﾓﾆﾀｰ） 

 (1)内観・外観 機器内外観に塵、汚れ、変形等がないこと 

 (2)取付け具合 取付け具合に緩みがなく、確実に固定されていること 

 (3)接合部 接栓・端子台等の処理に異常がないこと 

 (4)各動作機能 表示映像切り替えがフレームスイッチャー経由で異常がないこ

と 

 (5)供給電圧 入力電圧はＡＣ１００Ｖ±１０％の範囲内であること 

 

監視室内制御装置部（画像蓄積サーバー） 

 (1)内観・外観 機器内外観に塵、汚れ、変形等がないこと 

 (2)取付け具合 取付け具合に緩みがなく、確実に固定されていること 

 (3)接合部 接栓・端子台等の処理に異常がないこと 

 (4)各動作機能 蓄積画像閲覧ＰＣとネットワーク接続されていること 

 (5)供給電圧 入力電圧はＡＣ１００Ｖ±１０％の範囲内であること 

 



○草津市立草津駅前地下駐車場条例

平成７年１２月２６日

条例第２５号

（設置）

第１条 市街地における自動車の駐車需要に応じ、もって道路環境の改善と交通の円滑

化を図るため、草津市立草津駅前地下駐車場（以下「駐車場」という。）を設置する。

（名称および位置）

第２条 駐車場の名称および位置は、次のとおりとする。

名称 草津市立草津駅前地下駐車場

位置 草津市渋川一丁目、大路一丁目、西大路町、西渋川一丁目

（指定管理者による管理）

第３条 市長は、駐車場の管理に関する次の業務を、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第２４４条の２第３項の規定に基づき、指定管理者（同項に規定する指定管理

者をいう。以下同じ。）に行わせることができる。

(1) 駐車場の利用に関する業務

(2) 駐車場の施設および設備の維持管理に関する業務

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

（供用時間等）

第４条 駐車場の供用時間および入出庫の取扱い時間は、規則で定める。

（駐車できる自動車）

第５条 駐車場に駐車することができる自動車は、道路運送車両法（昭和２６年法律第

１８５号）第３条に定める普通自動車、小型自動車および軽自動車のうち二輪自動車

以外のものとする。ただし、自動車の大きさおよび車両重量については、別に規則で

定める範囲を超えないものとする。

（駐車料金）

第６条 駐車場の駐車料金（以下「料金」という。）の額は、別表に定めるとおりとす

る。

２ 市長は、定期駐車に係る定期駐車券を発行することができる。

３ 市長は、普通駐車における料金の３．５割以内の額を割り引いて、普通駐車に係る



回数駐車券および駐車場利用券を発行することができる。

（料金の徴収等）

第７条 料金は、自動車を駐車させた者から自動車を出庫させる時に徴収する。ただし、

前条第２項および第３項に規定する定期駐車券、回数駐車券および駐車場利用券によ

る料金は、定期駐車券、回数駐車券および駐車場利用券の発行のときに徴収する。

２ 既納の料金は、還付しない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、そ

の全部または一部を還付することができる。

（料金の減免）

第８条 市長は、特に必要があると認めたときは料金を減額し、または免除することが

できる。

（割増金）

第９条 市長は、不法に第６条の規定による料金の納付を免れた者から、その額のほか、

その額の２倍に相当する額を割増金として徴収することができる。

（駐車の拒否）

第１０条 市長または指定管理者（以下「市長等」という。）は、次の各号のいずれか

に該当する自動車については、駐車を拒否することができる。

(1) 駐車場の構造上駐車させることができない自動車

(2) 発火性、引火性または爆発性の物品を積載している自動車

(3) 駐車場の構造または設備をき損するおそれがあると認められる自動車

(4) 係員の指示に従わない自動車

(5) 前各号に定めるもののほか、駐車場の管理に支障があると認められる自動車

（禁止行為）

第１１条 駐車場においては、次に掲げる行為をしてはならない。

(1) 他の自動車の駐車を妨げること。

(2) 駐車場の構造、設備または駐車中の自動車を汚染し、またはき損すること。

(3) 火気を使用し、騒音を発し、またはごみその他の汚物を捨てること。

(4) 前３号に定めるもののほか、駐車場の管理に支障を及ぼすおそれがある行為を

すること。

（供用の休止）



第１２条 市長等は、駐車場の補修その他の理由により必要があると認めるときは、駐

車場の全部または一部の供用を休止することができる。

（違反措置等）

第１３条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、使用者に対して駐

車場の使用の許可を取り消し、直ちに出庫させることができる。

(1) 係員の指示に従わないとき。

(2) この条例に違反したとき。

(3) 前２号に掲げるもののほか、駐車場の管理に支障があると認めたとき。

２ 市長は、災害その他公益上必要が生じた場合は、使用者に対して駐車場の使用の許

可を取り消し、直ちに出庫させることができる。

３ 前２項の規定により当該使用者に損害が生ずることがあっても、市は賠償の責を負

わない。

（損害賠償）

第１４条 駐車場の構造または設備その他の物件をき損し、または滅失させた者は、そ

の損害を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めた

ときは、その賠償額を免除することができる。

（事故等の免責）

第１５条 天災、火災、盗難または駐車場内の事故等により、駐車場における使用者お

よび第三者がこうむった損害に対しては、市はその責めを負わない。

（委任）

第１６条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日か

ら施行する。

（平成８年規則第７号で平成８年４月１５日から施行）

付 則（平成８年７月１日条例第１７号）

この条例は、平成８年８月１日から施行する。

付 則（平成８年８月１５日条例第１８号）

この条例は、平成８年９月１日から施行する。



付 則（平成１４年１２月２６日条例第４６号）

（施行期日）

１ この条例は、平成１５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

（経過措置）

２ 平成１５年３月３１日の午後９時３０分から同日午後１２時までの間に駐車され

ている車両に対する夜間駐車に係る当該時間分の料金は、改正後の草津市立草津駅前

地下駐車場条例（以下「新条例」という。）別表の規定にかかわらず、２７５円とす

る。

３ 平成１５年４月分の定期駐車で、施行日前の申請に係る料金については、新条例別

表の料金を適用する。

付 則（平成１７年１０月１７日条例第２０号）抄

（施行期日）

１ この条例は、平成１８年４月１日から施行する。

付 則（令和２年６月２９日条例第２３号）

この条例は、公布の日から施行する。

別表（第６条第１項関係）

区分 駐車料金

普通駐車 ３０分 １００円

夜間駐車 午後１０時から翌日午前７時まで １時間

１００円

定期駐車 全日 １月 １３，０００円

平日 １月 ８，６００円

備考

１ 普通駐車および夜間駐車に係る料金の合計額が２，４００円を超える場合は、

２４時間当たりの限度額を２，４００円とする。

２ 定期駐車に係る「平日」とは、土曜日、日曜日および国民の祝日に関する法律

（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日以外の日をいう。

３ 定期駐車の区分以外の時間に駐車場を使用したときは、当該車両に係る超過し

た時間は、普通駐車または夜間駐車として使用したものとして料金を徴収する。





○草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則

平成８年４月１日

規則第８号

（趣旨）

第１条 この規則は、草津市立草津駅前地下駐車場条例（平成７年草津市条例第２５号。

以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

（供用時間等）

第２条 条例第４条に規定する供用時間は、午前０時から午後１２時までとし、入出庫

の取扱い時間は、午前６時から午後１２時までとする。

（駐車できる自動車）

第３条 条例第５条ただし書の規定により駐車できる自動車の大きさは、長さ５．０メ

ートル以下、幅１．８５メートル以下、高さ２．１メートル以下のものとする。

（定期駐車券）

第４条 条例第６条第２項に規定する定期駐車券（別記様式第１号および別記様式第１

号の２）の交付を受けようとする者は、定期駐車券交付申請書（別記様式第２号）を

市長に提出しなければならない。

２ 前項の規定による申請があったときは、駐車場の利用状況を考慮のうえ定期駐車券

を交付するものとする。

３ 定期駐車券は、有効期間前１月以内または使用しようとする月にこれを交付する。

４ 定期駐車券の有効期間は、当該定期駐車券により駐車場の使用をすることができる

最初の日から１年を超えない期間で市長が定める日までとする。ただし、翌月分の定

期駐車料金を当該翌月の前月中に納付しない場合の有効期間の満了日は、当該前月の

末日とする。

５ 定期使用に係る車両を変更しようとする者は、速やかに定期駐車券交付申請書によ

り届け出なければならない。

６ 市長または指定管理者は、定期駐車券の交付を受けた使用者が条例第１３条第１項

各号のいずれかに該当すると認めたときは、定期駐車券の返還を求めることができる

ものとする。

（回数駐車券等）



第５条 条例第６条第３項に規定する回数駐車券（別記様式第３号および別記様式第３

号の２）および駐車場利用券（別記様式第４号、別記様式第４号の２、別記様式第４

号の３および別記様式第４号の４）の種類および料金は、別表のとおりとする。

（使用手続）

第６条 駐車場を使用しようとする者は、発券所において駐車券（別記様式第５号およ

び別記様式第６号）を受け取り、使用後料金所において当該駐車券を提出し、駐車時

間に対応する料金を納付し、または回数駐車券、駐車場利用券を提出しなければなら

ない。

２ 駐車場を定期駐車券により使用しようとする者は、発券所において定期駐車券挿入

口に定期駐車券を挿入し、使用後料金所において、定期駐車券を提示しなければなら

ない。

３ 駐車券の紛失等により入庫時間が確認できない場合における駐車料金は、入庫の日

の開場時間から出庫時間までの料金とする。

（料金の還付）

第７条 条例第７条第２項ただし書の規定による料金の還付は、定期駐車券について駐

車場の全部もしくは一部の休止または廃止の場合に限るものとし、その還付額は、そ

の事由が生じた日以後使用できなくなった日数を有効利用期間で除して得た数に定

期駐車券の額を乗じて得た額とする。ただし、１００円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てるものとする。

（定期駐車券を紛失した場合の手続）

第８条 駐車場を定期駐車により使用している者が、定期駐車券を紛失または破損した

ときは、定期駐車券交付申請書（別記様式第２号）を提出し、再交付を受けることが

できる。この場合において、市長は、実費相当分の金額を徴収するものとする。

（料金の減免）

第９条 条例第８条の規定により料金を減額し、または免除することができる場合およ

びその額は、次に掲げる自動車とする。

(1) 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第３９条第１項に規定する緊急自動

車 免除

(2) 国または地方公共団体の職員が防疫、防災その他緊急を要する公務を行うため



に使用する自動車 免除

(3) 法令の定めるところにより駐車場の監督または検査のために使用する自動車

免除

(4) 駐車場に係る電気、水道、ガスその他の工事のために使用する自動車 免除

(5) 駐車場に係るごみその他の汚物を収集するために使用する自動車 免除

(6) 身体障害者等が運転または乗車する自動車で、市長が別に定めるもの 市長が

定める額

(7) 前各号に類する自動車 市長が定める額

（使用者の遵守事項）

第１０条 駐車場の使用者は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 駐車の位置については、係員の指示に従うこと。

(2) 車両には必ず施錠を行う等、盗難防止に努めること。

(3) 定期駐車券等を他人に譲渡または貸与しないこと。

(4) 前３号に掲げるもののほか、駐車場の使用に当たっては、条例、この規則およ

び係員の指示に従うこと。

（細目）

第１１条 この規則に定めるもののほか、駐車場の管理運営について必要な事項は、市

長が定める。

付 則

この規則は、平成８年４月１５日から施行する。

付 則（平成８年７月１日規則第２９号）

この規則は、平成８年８月１日から施行する。

付 則（平成８年８月１５日規則第３４号）

この規則は、平成８年９月１日から施行する。

付 則（平成１１年３月１５日規則第５号）

１ この規則は、平成１１年４月１日から施行する。

２ この規則の施行の際現にある関係規則に規定する様式による用紙は、当分の間、所

要の調整を加えて、これを使用することができる。

付 則（平成１５年２月２０日規則第６号）



１ この規則は、平成１５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ 改正後の草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則別記様式第２号の規定は、施行

日前から申請を受け付ける定期使用に係る様式について適用する。

付 則（平成１６年４月１日規則第１３号）

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

付 則（平成１７年１０月１７日規則第４１号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

付 則（平成１９年６月１日規則第３２号）

この規則は、平成１９年６月１日から施行する。

付 則（平成２１年２月１５日規則第５号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

付 則（平成２１年１０月１日規則第４０号）

この規則は、平成２１年１０月１日から施行する。

付 則（平成２２年４月１日規則第２４号）

この規則は、平成２２年４月１日から施行する。

付 則（平成３０年３月８日規則第１４号）

（施行期日）

１ この規則は、公布の日から施行する。

（様式に関する経過措置）

２ この規則の施行の際現にある改正前の草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則

の規定により交付されている回数駐車券および駐車場利用券は、この規則による改正

後の草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則の規定により交付された回数駐車券

および駐車場利用券とみなす。

付 則（令和元年１２月４日規則第２２号）

（施行期日）

１ この規則は、令和元年１２月４日から施行する。

（様式に関する経過措置）

２ この規則の施行の際現にあるこの規則による関係規則に規定する様式による用紙

は、当分の間、所要の調整を加えて、これを使用することができる。



付 則（令和２年３月４日規則第７号）

この規則は、公布の日から施行する。

別表（第５条関係）

回数駐車券・駐車場利用券の種類 料金

１００円券１１枚つづりのもの １，０００円

２００円券１１枚つづりのもの ２，０００円

１時間券１００枚つづりのもの １６，０００円

２時間券１００枚つづりのもの ３２，０００円

３時間券１００枚つづりのもの ４２，０００円

４時間券１００枚つづりのもの ５２，０００円

























別記様式第１号（第４条第１項関係）

様式第１号の２（第４条第１項関係）

様式第２号（第４条第１項、第８条関係）

様式第３号（第５条関係）

様式第３号の２（第５条関係）

様式第４号（第５条関係）

様式第４号の２（第５条関係）

様式第４号の３（第５条関係）

様式第４号の４（第５条関係）

様式第５号（第６条第１項関係）

様式第６号（第６条第１項関係）



○草津市立草津駅前地下駐車場駐車料金身体障害者等減額実施要綱

平成８年４月１日

告示第３５号

（目的）

第１条 この要綱は、草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則（平成８年草津市規則

第８号。以下「規則」という。）第９条第６号に規定する料金の減額に関し必要な事

項を定めるものとする。

（料金の減額）

第２条 規則第９条第６号に規定する市長が別に定める自動車とは、市内に住所を有し、

次の各号のいずれかに該当する者が自ら運転するまたは乗車する自動車であって営

業用のもの以外のものとし、別表に定める料金を徴収するものとする。

(1) 身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により

身体障害者手帳の交付を受けている者（１５歳未満の者につき、その保護者が身体

障害者手帳の交付を受けているときは、当該１５歳未満の者。以下「身体障害者」

という）。

(2) 療育手帳制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号厚生事務次官

通知「療育手帳制度について」別紙）の定めるところにより療育手帳の交付を受け

ている者（以下「知的障害者」という。）

(3) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第）１２３号）第

４５条第２項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者（以下

「精神障害者」という。）

（手続き）

第３条 前条に規定する自動車で駐車場を使用し、料金の減額を受けようとする者は、

入口において駐車券を受け取り自動車を入庫させた後、管理事務所において身体障害

者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳を提示し、所定の手続を受けるもの

とする。

（違反行為に対する措置）

第４条 市長は不法により第２条の適用を受け、駐車料金の減額を受けた、または受け

させた障害者（身体障害者、知的障害者および精神障害者をいう。）には２年間減額



を行わないものとする。

付 則

この要綱は、平成８年４月１日から施行する。

付 則（平成１６年４月１日告示第７１号）

この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。

付 則（平成１８年３月３１日告示第１０１号）

この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。

付 則（平成２１年４月１日告示第９１号）

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。

付 則（平成３０年４月１日告示第９２号）

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。

付 則（令和３年１月２２日告示第１３号）

この要綱は、令和３年１月２２日から施行する。

別表（第２条関係）

区分 駐車料金

普通駐車 ３０分 ５０円

夜間駐車 午後１０時から翌日午前７時まで １時間 ５０円

２４時間当たりの限度額 １，２００円



○草津市立草津駅前地下駐車場定期駐車券交付要綱

平成８年８月１日

告示第１１５号

（趣旨）

第１条 この要綱は、草津市立草津駅前地下駐車場条例施行規則（平成８年草津市規則

第８号。以下「規則」という。）第４条に規定する定期駐車券の交付に関し、必要な

事項を定めるものとする。

（発行枚数）

第２条 市長は、草津駅前地下駐車場（東口）（以下「東口地下駐車場」という。）お

よび草津駅前地下駐車場（西口）（以下「西口地下駐車場」という。）に係る定期駐

車券を、別表に定める枚数を上限として発行することができるものとする。

（利用申込手続）

第３条 定期駐車の利用を申し込む者（以下「利用申込者」という。）は、規則第４条

第１項に規定する定期駐車券交付申請書（以下「申請書」という。）を市長に提出し、

定期駐車券の交付を受けなければならない。

２ 利用申込者は、申請書を東口地下駐車場または西口地下駐車場のいずれか一方を指

定して、１枚に限り提出することができる。

３ 市長は、提出された申請書に記載された事項を確認し、定期駐車料金を受領したと

きに限り、定期駐車券を交付することができるものとする。

４ 定期駐車券の交付を受けた者は、当該定期駐車券の有効期間内は新たに申請書を提

出することができない。

５ 市長は、前条に規定する発行枚数を超えて申請書の提出をしようとする者があった

場合には、先着順に定期駐車券交付申請者名簿（別記様式。以下「申請者名簿」とい

う。）に必要事項を記載するものとする。

６ 市長は、交付枚数が前条に規定する発行枚数に満たなくなった場合には、申請者名

簿の上位の者から順に定期駐車料金を添えて申請書を提出させることにより、発行枚

数までの定期駐車券を交付することができる。

７ 申請書の受付および定期駐車券の交付手続は、駐車場管理事務所において行うもの

とする。



（定期駐車券の返還）

第４条 定期利用者は、翌月以後の定期利用をしない場合は、その旨を申し出て有効期

間の満了時に定期駐車券を返還しなければならない。

付 則

１ この要綱は、平成８年８月１日から施行する。

２ 平成８年度の利用の申込みについて、定期利用者の人数が発行枚数に満たないとき

は、第６条第６項の規定にかかわらず、そのつど、あらかじめ期間を定めて利用の申

込みを受け付けることができる。

付 則（平成１０年２月１５日告示第９号）

この要綱は、平成１０年２月１５日から施行する。

付 則（平成１４年７月１日告示第１３８号）

この要綱は、平成１４年７月１日から施行する。

付 則（平成１５年２月２０日告示第８号）

１ この要綱は、平成１５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ 改正後の草津市立草津駅前地下駐車場定期駐車券交付実施要綱別記様式第１号の

規定は、施行日前から利用申込みを受け付ける定期駐車に係る様式について適用する。

付 則（平成１６年４月１日告示第６９号）

この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。

付 則（平成２２年４月１日告示第８０号）

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

付 則（平成２３年１月２１日告示第５号）

この要綱は、平成２３年１月２１日から施行する。

付 則（平成２３年２月１日告示第１８号）

この要綱は、平成２３年２月１日から施行する。

付 則（平成２３年１２月２７日告示第２９５号）

この要綱は、平成２３年１２月２７日から施行する。

付 則（令和３年１月２６日告示第１４号）

この要綱は、令和３年１月２６日から施行する。

別表（第２条関係）



草津駅前地下駐車場（東口） 草津駅前地下駐車場（西口）

全日 １００枚 全日 ６０枚

平日 ４４枚 平日 ２２枚





別記様式（第３条第５項関係）


